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 2013 年 1 月から 2016 年 12 月の間に、福岡大学病院歯科口腔外科で顎変形症と診断され全
身麻酔下に上下顎移動術による顎矯正手術を施行した日本人 189 名のうち、骨格性下顎前突
症に対して上下顎移動術を施行した患者で、著しい顔面非対称や口唇口蓋裂などの先天異常
を認めた症例を除外した 21 名を対象とした。患者は、オトガイ形成術を併用した群（GE 併用
群：N=9）とオトガイ形成術を併用していない郡（GE 非併用群：N=12）に分けられた。 
 研究資料は術前、術後 1 か月、術後 1 年の３点において撮影した側方頭部 X 線規格写真を
用いた。側方頭部 X 線規格写真は、セファロスタッドで固定し、フランクフルト平面は地面
に平行、咬合した状態で撮影した。 
 頭部側方 X 線規格写真を、2 次元的に基準点を取って重ね合わせ、前方移動を正、後方移動
を負として設定し、これらを元に上顎骨水平的移動量、および下顎骨水平的移動量、オトガ
イの水平的移動量の平均を算出しその数値を GE 併用群と GE 非併用群間で比較した 
 また、上部気道径（上部、中部、下部）と舌骨の位置（水平的、垂直的）を経時的に測定








 GE 併用群が男性 2 人、女性 7 人（平均年齢 23.2±6.1 歳）、GE 非併用群が男性 1 人、女性
11 人（平均年齢 23.1±6.5 歳）であった。 
 上顎骨の水平的前方移動量、および下顎骨の水平的後方移動量について、両群間に有意な
差は認められなかった。オトガイの水平的前方移動量は 4.4±1.7mm であった。 































































































A 今後は MRI などを利用して舌の体積の測定を行って検討したい。 
 
Q13 T-test は Paired なのか Unpaired どちらか書かれていなかったが、明記しなくて良
いか。 
A 記載するのを失念していた。 
 
本論文は、斬新さ、重要性、研究方法の正確性、表現の明瞭性において優れており、学位
論文に値すると評価された。 
 
